
環境で笑顔になろう。

もはや一刻の猶予もなく環境破壊によるリスクが迫っている今

たくさんの自然保護団体や運動家がいるにもかかわらず、

また多くの企業が取り組んでいるにもかかわらず、

環境保謹が大きなうねりになって効果をあげているとはいえませ

もう少し、強く逼しい、

そして興味深いうねりをつくることができないか。

●

もしかすると散発的に発信される環境問題が、この深刻なテーマに対して

「ゆでがえるの日本人」になっているかもしれません。

もうギリギリのところに来ています。

今までのように豊かな物質文lﾘ1・飽食文明は、あと数十年で終わるともいわれています

人口爆発や経済のグローバル化が進み、

延闘鉦雌批I皇森赫破壊･砂漠化･食料危機･エネルギーや水危機など

極卿為迩耀砿ニスピードで変化すると予測されています。

しかも人l棚鍵廻&国境を超え趣謹勤勘題､貧富の差､宗教問題､戦争､国家間エネルギー独得競争など

一

※

環鏡il釧題は複雑になろうとしています。

いわば腿を支援するNPO、NPOのインデックス。

それが「地球船クラブ」です＝

この間Pひ ま自|然との共生をめざす､あらゆる自然保護団体･運動･志のある人鷺つなぐ

インテグレートな組織体であり、‘雰鞍罰憲揃船

閉鎖的ではなくOPENな運営を基本握I…

環境問題はとかく深刻に蕊助溌湯です息

議論も重厚になり溌緬

専門のテーマの中で取り職頒港です⑤

でもNPO法人地球研物ラ該侭

明るく前向きに取り組みたい喜霧露てい感ず息霧礎て

健康な地球環境を取り戻し、健やかな生活ができ園地球を次の剛侭砺庭;ために。

NPO法人 地球船クラブ








